
今年 ←械 6つ のな 第 8次雅 る自由

―BHPW鴻 十画さオ■ましたな 市ノ瀬から大

汝までのビストンで終了しました。

そしてワングル初の,このルートを使っての

夏合宿肛 猛暑だったこの夏実施されました。

ルートについて,先に補足しますと 高二郎

から見越山のかつてのァングル遭はほぼ痕跡な

し ブナオ峠 哺 山刀利自然休養地として野

営場他の整備が整えられていまつ から赤摩木

古経由てllびている登山遭と合流する見越山頂

から道はよくなり,奈良二 大笠山では むし

ろ馬漉てかい標柱や,ベンテ :テーブルなどの

の調躊に輿醒めさせられる程です。大笠から,

一方岩岳までは原始のままの秘境の山 7々1●さ

れています。 0こ山については 0哺め らヽ,

場 !1ダム経由フカバラノ島根コースが開通し,

健脚向きなから日爆り山行が可能となりましわ

水については かつては勘 中¨ 永

の全糧整雄■て いく斌 でした コ鑢 嵩とも

たいへんな負廻をしいられました。現在lt多

くの動 ―ヾテイーが採つているように,現

地て沢を下りて水を確保してくる方式が採られ

ています。とはいえ 下りは10分程でも戻り

に 水ポリを担譲 一日の疲労がとっとててく

る中で鋼 を¬蒻霧 ■力けて這い■か リー

死に物狂いの智労があったようですヽ ミスター

KUWV達の汗を讚えつつお読み下さい。

'94白 山 Party
茸 合 宿 の 記 録

リーダー 山本 期

8月 4E(1日目)晴れ

ヤブコイに

'メ

ゃ リーダーの判断ミスでテン場

予定地のヮングル平に豪 たヽのは 朗臨時間ま

であとわずかの午後54水 たまりの水を飲ん

で→きつく。

8月 6口 (3日 日)晴れ―曇

見越山南秘 こ出てヤブ明けの快感を知る。こ

れからは 快透な登山が続くと思ったら 夏合

宿の行程中,最悪の暑さ勘本験する。歩き始め

て10砂程でサウナ状態となる。みんなで瀬測 ‖

の冷水を飲んで体力睡 する力,大笠山まで

行けず 登衝道の上にテン設することになる。

今日も午後 5申暇筆

8月 7日 (4日 目)晴れ

大笠山のフカバラの尾根から下山して再び二

方岩に登りかえすという方法乞思いつき,前日

そのように決定したが 大笠山のビークに立っ

て笈を見え時 ヤプをこいて笈のビークに立ち

たいという気持ちに押さオ、 とりあえず出発し

た。このIIも大笠山

…

水を汲こ 宝

剣のビークでテン設てきそうな場所を見つけ,

テントを張る。宝剣から見た笈は迫力があった。

8月 8日 (5日 目)晴れ

ようやく笈ケ岳のllIに立|つも感慨探いもの

があったホ やはり笈のビークも蒸し讐かった。

通称 」後のテン場という夢テンまで行き 午

後は久しぶりにのんびり過ごした。

8月 9日 (6日 日)晴ンι

オロロが節 かヽかる中 必死の思いて新道と

っつきのテカ霊、 早くも下山した0瀬動と前

進しなければならないという葛藤に苦しめられ

る。

8月 5日 (2日 日)晴れ―曇

とりあえず高二郎を越えるということを合言

葉に,うだるような暑さの中 夏合宿初めての

今日の行程中 池維までなのでそれほ

と長くな0、 予定より丸一日遅れているな と

りあえず一日一日辛抱強く行きたい。仙人童の

池語は噂通り快趣なテン場だな 胸 水劇 ヽ

きな虫たらけで,今まで沢の水機 ιていた僕

け 少の抵抗を露じれ ここから見た笈 大笠

は自由蝶 の素晴らしさを全て語っているよう

な感じて やたら立派に見え,ヒ
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8月 10日 (7日 日)晴れ

2万 5千分の1の地図では仙人窟の地斃から

ゴールとなる三方岩岳まで, もう日と鼻の先と

いった感じである。岩底バットレスの手前の岩

峰群で景色を楽しんだあと,いよいよ国見山の

急登にとりかかる。そこで,今日中に瓢筆山の

展望台まで行けるだろうと楽観的に考え 持っ

ていた水の大部分を捨てたのだが これが大失

敗であった。水額 て軽くならたにもかかわ

ら,進 むスピードはあまり刻 しかなくて,結

局午後7臨 薄暗くなった瓢鏑山頭上付近の澪

にビバークするはめとなる。みんなさすかに疲

れきって

…

い。ポカリを飲んで早々に寝

る。

8月 11日 (8日 日)

lPほとで道のある動輩展望台に到ま つい

にヤブから抜け出し,みんな多少疲れた顔をし

ているか さすかにさわやか嵐 スーツヾ―林遭

に一時的に下りて,三方岩の駐車場でのんびり

朝食を食
^て

,4ヽ屋務のテン場

^テ
った。駐車

場は観光客が多くて少し恥ずかしかったが ヤ

プを抜けた今 そんなことはみんなどうでもよ

いといった感じだった。

8月 12日 (9日 日)晴れ

北縦走路を南下し,ゴマ平ヒェッテまで進れ

途中,オモ谷に寄り道したり,快通な山歩きが

続く。道があると,必ずいつかはテン場に着く

という力と壇● あ`って

一

うにすらな

る。北縦超路で13/に誰も会わず iとアルプス

を眺めながらの登山で,僕はこのコースが気に

いった。

8月 13日 00日 目)晴れ―ガスー雨

いよいよ自由のピークに立つ日′i僕以外の

メンバーの全員は 白山のビークに行ったこと

がなく楽しみにしていたのヽ 、台風のせいか

勲 檄 :に強く,ガスが力い っていて展望は全

くない。室堂罐 わらずの溜離ぶりで,下界

に来た感じさえあった。

8月 14日 Cl日 目)雨―曇 沈肇

襲 ら雨力警 っているので議 寝たり起き

たりの繰り返し.ヒ マてしょうがない。食糧も

たいしたものがなく,残りの ―ヽティング食を

すべて食べてしまった。

3月 15日 G2日 日)晴れ

Bll山を泄えて,神鳩中 屋ヽ 、́ このあ

たりは金大ワンずヽ国■年か前に1度来えきり

で, ほとんと山に入っていないようたtJ渥の

ノートには 都泣大ヽ 卸 駄 のヤブこぎ

の記録があった。大日ケ岳方面へは今回は諦め

て,雛 に期待することにする.時間 燎 った

のでそのまま石徹自へヽL水 の豊かな町て

四方をすべて山に囲はれており,譲ができれい

な所だった。

8月 16日 α3日目)増れ

石m彎 昨日テントを張り,―
湖から

一

金沢へ帰る。下界|まとこも観

光客だらけで騒がしく,ヤブにいた時とのギャ

ップがはげしい。

TIllし たら感動がこみあげて くるのかなと思

っていたな いつもの山行と同じような あま

リパッとしないものだった。

トビ イラスト竹中

自然メユ3号より

敏
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夏 合 宿 ′懇 想

C見雀Ы響 介 〉

現役紹介を 夏合宿の一言感想で行うことに

しました。もらった鵬 ばちゃんとヮープL‐ まI

ちしてあったのですが 学年と 3回生につい

て,よ役職名を入れたくて,打ち直しました。

4回生lt 10月 ヽヽ ,そろって需原さんのお

塁多りにでかけ,卒業までに
'ま

蒲原さんの思い

さを合めた一言を書きたいとのことでtた.次

回に回すことにします。

北_ア ′
“

プ́ ス H10ネ rt_y

老口 浩章  (1回生 文学部 司 H哺

ド快蒲で北アルプスにおばれ 縦走できてと

てもよかった。朝の雲海がよかった。  |

ヨヒア ′レプ ス IParty

柴口 祐介 (3回生 P審議長 経済 愛知識

4α罰 ヨ樋重‐針ノ木雪渓―蓮華の大下リー

い の機 ―帥 匹

“

い0せ―ガ儡 岳―

笠―御来光―高

…

新堀 由佳 (3回生 L会議長 文学部 富山)

3年目にして,はじめて端 詢力射こ終わ

りました。リーダーの足をひっばるばかりでし

た7・
l楽しい山行だったので願 こ満足してい

ま魂

高石 拓男  (2回生 饉酔学部 編創識

軽装だったので山を楽しめた。全ルートを歩

けた満足勘 ドある。日焼けできてよかった。

吉原 正敏  (2回生 理学部 司 iI哺

昨年とはうって力わ っての好天て 全コース

日程とおり消化できて良かった。針ノ木―鳥帽

子間tム 人も少なく静力て いい山だった。

4祭 議司  (1回生 理学部 帥

幸運だったのか 鳥帽子以外はみな順調l‐進

み.自分も最後まで体力ももち,よかった続き

の山行でした.

小西 陽介  (1回生 文学部 茨如

北アルプスは素晴らしかった。もっといろん

な山にチャレンツしたい。

若慟 悟 (3回生 3M議長 理学部 荀 ‖哺

山はやっばり晴れ山だと思った。毎日午前市

にテン場に着き, それから翡 もう鵜 晴

沈もあり,とても楽しい山行だった。

福瀾 武志  (3回生 主絆 丈学部 京都ゆ

3年連続の槍ケ岳 3年連続の 販 ノヾラ

マ。 もう文旬なし、

浅野 嘉之  (2回生 教育学部  期 鶴

熱を出して申し訳ありませんでした。楽しい

メンバーで,晴れた■行で, よかった。

神垣 聡美  (2回生 法学部 大陶囀

北アカヾ 捜てきてよかった 一度は行ってみ

てほしい画だと思う。

宮本 浩二  (2回生 理学部 富山恥

久し振りの晴れた!鮨子だった。青空を見飽き

た面 テだった。

岩倉 塁英子  (1回生 工学部 富山哺

ふり返った臨 自分の歩いた道のりに感動し

ました。山の空気は冷たかった。
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南 ア ′レ ー
‐
ス Pa r t y

藤牧 康子 (3回生 L審議長 文学 費部詢

ますます南アルプスが大好きになった。誰も

病気 ケガをすることなく無事に夏合宿を終え

た時餞 リーダーとして,ネ ッとした。

戸ヽ 良和 (3回生 副将 理学部 愛知関

最後の夏合宿がとりあえず晴れていてくれた

ので いい山御 こなったと思う。

金吉 史哉  (2回生 理学部 千錮0

=伏
峠までの道はとってもきつかったなあ。

期 効 電 (2吐 蝉 隣 躙

目指すRXX油峰は6峰すべてとれて満L久
しぶりの∝∞m峰で,少しドキドキした。

西ξ 由岳  (2回生 工学部 殉囀円

楽しかった。ちょっと上回生の気分を味わえ

た。

勝俣 竜哉  (1回生 文学部 議翻識

夏合宿に行って, とてもいい体験ができまし

た。

阪本 京子  (1回生 文学部 群島峙

少しつらい時もあったけと 景色がきれ でヽ,

とってもステキな画でよかった。

自 由 Pa r ty

山本 英男 (3口生 Ptt ω係 工 欄 lD

最後まで行けま 心の中に結局何かひっかか

るものが残ってしまった。ヤブこぎはつらいも

のだったが あの中で得たものは大きいと思う。

イ燃 俊夫 (2回生 工学部 君幅 彙

生きて帰れてよかった。この感動に,/trき

なあの娘に分けであげたい。

宇根 悟更 (2回生 工学部 大脚

“―t意れられない (だろう)麟 をしてしま

った。4め らヽ思うと ,プの中もけっこう楽し

かったのがなあ?服の臭さと (調紛 永の中

の水力¶ 象的てした。

御 口 豊矢  (2回生 文うキ  ヽ協不コゆ

何ほともあれ辛い山行だった。署さと ■o
多さ1編‖饉外だった。あとの曜の渇き。でもや

っばリヤ
'コ

イは楽しい 1

三濾 永士  (2回生 法学部 愛知県)

真夏のキデこきは油象以上にきつI」 。た。雨

か篠らなかったのが せめてもの救いだ。たと

思う。とんなに頼まれても 蔓の自由―BHは

もう絶対
`こ

`子

かな0ヽ と ′檄こをう.

,1/r-ePartf/

山口 陽―  (3回生 罐 工 翻同尉

天側 こ恵まれて楽しい山行だった。

橋本 敏台 (2回生 理学部 二重間

野郎Partyでなくてよかっれ

正書 久裕  (2回生 経済学部 鋼

昨年がひとかっただけに,晴れた山はいいな

と思いました。

牧原 弘明  (2回生 理学部 1協朧聾

みんな仲良く元気良く,さ らに元気良く山に

登れてよかった。

石谷 雷美子 (1回生 工学部 富山崎

八ケ岳は素散な山でした。楽しさいっばいで

した。
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川本 幸代  (1回生 教育学部 岐阜尉

天気もずっと良くて 楽しみながら山に登れ

てよかったです。メン′`―の 逸́ も楽しいメ醸

ばかりだったので あっという間の7口 FHiだ っ

た。

西口 秀輝  (1回生 文学部 司 m
ド快晴の車 ノヽケニを完鈴 躍てきたことが

非常によかったです。

′
ノ

行事報告 《94年度夏合宿以後)

合フン ッ
"～

82‐

→区工の里ム‐=蛇ク滝→自π LI→医工の里―車使用→角間キャンバスム→

CL藤牧 〈右合む3年8名、2年 15名(1年7名 福井大学4名 福井工大3名、宮山大学3

名、宮山女子短大6名 まヽ 名)

‐南アルプス深南部 PW ,2～
"8

→水窪駅→営泰署小屋ム→中ノ尾根山→三又山ムートナナ山→笹ノ平ム→池口岳→光

岳→光小屋■‐易老岳→本谷口‐

L"IS L藤牧 友野

`ヽ

椒
=浦

・立山、大 日岳PW ttν～826

→室堂→雷鳥平

`→

立山三山‐別山→雷鳥平ム,大 日岳→菫堂→ キ

L沢田SL福田 正善 牧原 力I本

‐蒲原良太郎君を偲ぶ郷岳PW
→室堂→錘沢ん か岳、前煎→室堂う

飛

　
・ヽヽ

、

ノ

ヽ

827-828  ´´ ´

卜、,7:i」り学;:鮮I:群i書漢tt警
にかけてき

Lコ lS L石川 奥出、奥、松浦、望月 伊藤 丼村、岡口、宮は 清水 朝日、日

中、新倉 樫村 柴田、前日顧 r・l お鳳新太郎さん、お原道子さん

雲ノ平、高天原 PW 
“

o～%
→折立―薬師峠ム、雲ノ平キャンプ場路 高天原‐三俣蓮華岳‐裏部五郎小舎去→黒

部五郎岳→″立→

L吉原 SL若山 石

"k清
水 小泉

・シ作 表小屋作業 919～9/23 (4颯 修復作料 2期工事床拡張り)

→犀川ダム→BH下ム→犀川ダム→

CL戸日CSt山 口、彙田PL若山 山本、編口 新堀 (右合む031名、44名 3

年 名、2年11名 ´曰名、計31名 )

存の 銀 ,'

―
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・北山川、熊野川 PoW.924～927

→田戸ム→希八丁→赤利 ::合流点付近ム→河口i付近ム→新宮→    ′

L田中SL伊藤 新保.宮崎、福田、金吉、川本、岩倉      |

1飯豊連峰P.W.9r25～嘘8      :       ′
→温身平ム→梶川尾根→カイラギ小屋五→飯豊山五→弥平四郎→ メ を構

L山口SL石川 奥出、新堀、小西

・ 口三方岳 P.W.lυl～ lo2

→登山ロムo口三方岳■

L牧原 SL若山 宇根、小株 佐川、

。百四丈 P.W.,lo/8～ 1"

→丸石谷よや黒滝→

L金吉 SL橋本 奥出、石川、朝日、新倉、

プ ナ

西田、石谷

犀J[|グムから高里郎曲までの状況

幣

窒

′ 豆 知 識           
‐

1、お111:書
争i書あ:::Ilittlll[:言 II「:

宮本、浅野

澪り11ダ ムからの道は山菜取りの人達などが草刈りをしてくれているので、ゆどい時で

もどこが道かは必ずわかると思います。危険な所は、出島から吊橋の間で何ケ所か道が

崩れかけている所があることです。踏み外すとダム湖にはまつて L′ まつたりするような

感じです。轟橋を渡ればBH.まで15分位の何の蘭題もない道です。

BHは 今年の小屋作業で床板も張られ、雨漏りが少しありますが、充分に宿泊可能

となっています。登申道からBH.へは特に看板などはありませんが、音さんが良く知つ

てらつしやる頃のままで、変わつていないと思いま魂  今、B_H.には落書きlinと 麻

雀牌以外のものはないので、宿VIBな さる方は各自で必要なものを持参してください。

3.H_か ら寓二郎出までの登山道は、ここ2年程小屋作業で小屋の修理をやつていたた

め、新道に関しては、本格的な整備は行なつてISらず、部としての新道の使用は、ここ

3年程あまりおこなわれていません。今では現役部員の中にも新道を登つたことのある

ス闘は少なくなつてしまつているため、現在どのような状況かは詳しくなわかりません。

:ヨ道の方は、新 トレ前に整備が行なわれているために現在も確実に通行可能です。注意

する所は、前高二郎以後の道力巧月頃から所々木の技などが道にせりだしてきて歩きに

くくなることと、ビーク手前2ケ所で道が急登になり少し崩れているためロープがある

ことぐらいで、それ以外は特に問題はなく通行できると思います.

皆さんがよく知つてらつしゃる頃と、高二郎周辺の環境はそれほど変化していないと

思います。高二郎に快適に登れる時期はとても限られています。私も夏に3.H_へ行き、

オロロの大歓迎を受けました。もし忘れてしまつた方がいらつしやれば注意してくださ

セ` .

文責 福田武志 (37期 )

一 解 =


